
様式２－１

（ 計画 ・中間 ・ 最終　）
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郷土を愛
し，協働し
て貢献し，
学んだこ
とを人生
や社会に
生かそう
とする児
童生徒の
育成

自己肯定感の育成

地域の構成員の一
人としての参画意
識の育成

学んだこ
とを実際
の社会や
生活で生
きて働か
せ，未知の
状況にも
対応でき
る児童生
徒の育成

個別最適な学びと
協働的な学びの充
実

自己表現できる力
の育成

【k：評価】
Ａ：１００≦（目標達成）　　　B：８０≦（ほぼ達成）＜１００
Ｃ：６０≦（もう少し）＜８０　　Ｄ：（できていない）＜６０

「災害時に避難する場所や避
難の仕方について理解してい
る」肯定的な回答割合

働き方改革の推進

○業務の精査の促進

〇教職員の強みを活かし，得意分野
の活用や，業務を協力して行う体制を
構築する。

毎月の教職員の時間外在校
等時間が45時間以内の割合

日々業務の中で充実感が得
られていると感じる教職員の
割合

下半期

j
達成度

i
達成値

○防災教育について保護者・地域と
の連動の充実。
○校内ＳＳＲの運用の充実を図る。
○メディアを適切に利用できる力の育
成を図る。

「将来の夢や目標を持ってい
る」の肯定的な回答割合

「地域や社会をよくするため
に何をなすべきか考えること
がある」の肯定的な回答割合

「学校に行くのは楽しい」と思
う生徒の肯定的な回答割合

１か月の間に本を一冊も読ん
でいない生徒の割合

①各学力調査で正答率が全
国平均を上回る生徒の割合

②「これまで受けた授業は，
自分に合った考え方，教材，
学習時間などになっていた」
の肯定的な回答割合

③「自分で勉強の計画を立て
います」の肯定的な回答割合

④自分の考えを発表する機
会では，自分の考えがうまく
伝わるように資料や文章，話
の組み立てなどを工夫して発
表しているの肯定的な回答割
合

「自分にはよいところがある」
「自分は人の役に立ってい
る」の肯定的な回答割合

d 中期（３年
間）
経営目標

e 短期（今年度）
経営目標

f　目標達成のための方策
（こんなことをして達成します）

g　 指標
（効果を見とる目安）

h
目標値

上半期

j
達成度

i
達成値

〈ビジョン〉（将来の学校像）
地域創生の核となる学校

c　中期経営目標
を踏まえた現状
（進捗状況）と今
年度の重点

〇呉市が進める子どもの問いが生きる「考える授業づくり」をもとに授業改善を進め，個別最適な学びと協働的な学びとの往還させ，学力の向上を図る。
〇地域の構成員の一人としての参画意識の育成及び校区の課題である自己肯定感の育成，自己表現できる力の育成にむけて取組を進める。
○安心と安全で信頼される学校（防災教育の深化，働き方改革の推進，教職員による不祥事の根絶）にむけて取組を進める。

育成を目指す資質・能力 『知識及び技能』　『思考力・判断力・表現力』　『学びに向かう力・人間性等』

評価計画（中期経営目標を設定してから　１　・　②　・　３　年目） 自己評価

○基礎・基本の徹底を図る取組
　　（キュビナの活用を促進する）

○個別最適な学び(指導の個別化と
学習の個性化）と協働的な学びの充
実との往還による充実

○生徒のそれぞれの学習課題に応じ
た「ドリルタイム」の充実を図る。

○生徒が自分の考えを発表する機会
の充実

○情報センターと心の居場所の役割
を持たせた学校図書館の利用の充実

重
点

R7.4.1

令和７年度　　評価計画及び自己評価

　　　　　　蒲刈中学校区　校番　２２　　学校名　呉市立蒲刈中学校　

a　学校教育目標 未来を拓く生徒の育成
ｂ　経営理念

ミッション・ビジョン

〈ミッション〉（学校の使命）
小規模校の良さを生かしグローバル社会で活躍できる生徒の育成

★
安
全
と
安
心
で
信
頼
さ
れ
る
学
校

安全と安
心な教育
環境づくり

○常態的・先行的生徒指導の充実
いじめの防止に係る研修を学
期に１回以上実施する。

自分の命は自分で守
る力の育成

○特別支援教育の視点を入れた一人
一人に寄り添う教育活動の推進

○教職員や生徒相互が肯定的な評
価（褒める，感謝する取組の充実

○生徒が主体となり企画運営する行
事や異年齢の子どもや地域社会など
の世代を超えた交流等の他者とのか
かわりの機会の充実

貫

貫


